
『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

主な「品詞」の位置や働きなどを、イラス

トなどを参考にして理解する。

主な「つなぎ言葉」の意味を理解して、ま

とまった文章を書くことにつなげる。

基本となる英語の文の語順を理解する。

[知識]

中学までに学習した「アルファ

ベット」「品詞」「つなぎ言

葉」「語順」について、イラス

トなどを参考にして、理解して

いる。

[技能]

中学までに学習した「アルファ

ベット」「品詞」「つなぎ言

葉」「語順」について理解し、

円滑に言語活動を行う技能を身

に付けている。

中学までに学習した「アルファ

ベット」「品詞」「つなぎ言

葉」「語順」について、イラス

トなどを活用しながら理解して

いる。

Let's Start

1～4

4

○

[4]●中学までに学習した「アル

ファベット」「品詞」「つな

ぎ言葉」「語順」について、

イラストなどを参考にして、

理解することができる。

●中学までに学習した「アル

ファベット」「品詞」「つな

ぎ言葉」「語順」について、

理解して言語活動へつなげる

ことができる。

中学までに学習した「アルファ

ベット」「品詞」「つなぎ言

葉」「語順」について、主体的

に、イラストなどを活用しなが

ら理解しようとしている。

「アルファベット」の大文字と小文字およ

び単語を書く。

Let's Start 2

品詞

Let's Start 3

つなぎ言葉

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

ウ（ア）（イ）

Let's Start 1

アルファベット

Let's Start 4

語順

月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー
主な領域 評価の観点

配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

三省堂



『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー

主な領域 評価の観点
配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

キーセンテンス 「クラブ活動（部活動）」や「高校でして

みたいこと」などについて、現在形(be動

詞 / 一般動詞)を用いて、対話をする。
○

Pair Work 「クラブ活動（部活動）」や「高校でして

みたいこと」などについて、現在形(be動

詞 / 一般動詞)を用いて、自分のことに変

えて対話をする。

○

Listening 「クラブ活動（部活動）」や「高校でして

みたいこと」などについて、対話の概要や

要点を聞き取る。

(○)

Functional

Expressions

「共感を示す」表現について、いろいろな

表現を理解する。

Pair Work 「共感を示す」表現を用いて、対話をす

る。
○

Useful Expressions 「クラブ活動（部活動）」や「高校でして

みたいこと」などに関連する内容で、現在

形（be動詞 / 一般動詞）を用いた表現を理

解する。

Interview GOALの活動 「クラブ活動（部活動）」や「高校でして

みたいこと」などについて、インタビュー

形式で対話をする。

○

Tips 質問文の語尾の上げ下げについて、理解す

る。

現在形（be動詞 / 一般動詞）の文構造につ

いて理解し、「Gトレ」などの言語活動を

通して活用する。 ○

[知識]

自己紹介するために必要となる

「現在形（be動詞 / 一般動

詞）」に関する事項を理解して

いる。

「共感を示す」表現の意味や働

きを理解している。

[技能]

[Sや] 「クラブ活動」や「高校

でしてみたいこと」などについ

て、「共感を示す」表現などを

用いて、論理の構成や展開を工

夫して、話して伝え合う技能を

身に付けている。

([L])「クラブ活動」や「高校

でしてみたいこと」などの対話

文を聞いて、内容を聞き取る技

能を身に付けている。

[Sや] 自己紹介をするために、

「クラブ活動」や「高校でして

みたいこと」などについて、自

分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫し

て、話して伝え合っている。

([L])「クラブ活動」や「高校

でしてみたいこと」について、

対話の概要や要点、必要な情報

を聞き取っている。

[Sや] 自己紹介をするために、

「クラブ活動」や「高校でして

みたいこと」などについて、自

分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫し

て、話して伝え合おうとしてい

る。

([L])「クラブ活動」や「高校

生活でしてみたいこと」につい

て、対話の概要や要点、必要な

情報を聞き取ろうとしている。

2

Key Expressions

Listening

Grammar for Communication

4 Lesson 1

Bouldering

? How

Nice!

ボルダリン

グ? いい

ね!!

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

ア（ア）（イ）

●自己紹介をするために、

「クラブ活動」や「高校でし

てみたいこと」などについて

の表現を理解して、考えを深

めることができる。

●自己紹介をするために「ク

ラブ活動」や「高校でしてみ

たいこと」などについて、自

分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫

して、話して伝え合うことが

できる。

[Sや] 自己紹介をするため

に、「クラブ活動」や「高校

でしてみたいこと」などにつ

いて、与えられたフォーマッ

トを参考に、自分の考えや気

持ち、情報などを，論理の構

成や展開を工夫して、話して

伝え合うことができる。

（[L]）「クラブ活動」や「高

校でしてみたいこと」などに

ついての対話文を聞いて、対

話の概要や要点、必要な情報

を聞き取ることができる。

Start Up Vocabulary 「クラブ活動（部活動）名」について、主

な語句を理解する。
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『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー

主な領域 評価の観点
配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

Start Up Vocabulary 「歴史上の人物」について、主な語句を理

解する。

キーセンテンス 「歴史上の人物」について、過去形(be動

詞 / 一般動詞)を用いて、対話をする。 ○

Pair Work 「歴史上の人物」について、過去形(be動

詞 / 一般動詞)を用いて、対話をする。 ○

Listening 「歴史上の人物」について、対話の概要や

要点を聞き取る。 (○)

Useful Expressions 「歴史上の人物」に関連する内容で、過去

形(be動詞 / 一般動詞)を用いた表現を理解

する。

メモ欄 「歴史上の人物」について、「Hints」を

参考にして、情報や考えをメモとして書

く。

○

Functional

Expressions

「発表の始めと終わり」に関する表現につ

いて、いろいろな表現を理解する。

GOALの活動 「歴史上の人物」ついて、自分の考えや気

持ち、情報などを書いてまとめた文を用い

て、発表する。

○ ○

Tips 発話の際の「文強勢」について理解する。

[Sや] 「歴史上の人物」につい

て、自分の考えや気持ち、情報

などを、論理の構成や展開を工

夫して、話して伝え合ってい

る。

（[L]）「歴史上の人物」につ

いて、対話の概要や要点、必要

な情報を聞き取っている。

[W] 紹介したい「歴史上の人

物」について、自分の考えや気

持ち、情報などを、論理の構成

や展開を工夫して、書いて伝え

ている。

[S発]相手にその人の魅力が伝

わるように、 紹介したい「歴

史上の人物」について書いてま

とめた文を基に、自分の考えや

気持ち、情報などを、論理の構

成や展開を工夫して、理由とと

もに話して伝えている。

[Sや]「歴史上の人物」につい

て、自分の考えや気持ち、情報

などを、論理の構成や展開を工

夫して、話して伝え合おうとし

ている。

（[L]）「歴史上の人物」につ

いて、対話の概要や要点、必要

な情報を聞き取ろうとしてい

る。

[W] 紹介したい「歴史上の人

物」について、自分の考えや気

持ち、情報などを、論理の構成

や展開を工夫して、書いて伝え

ようとしている。

[S発] 相手にその人の魅力が伝

わるように、紹介したい「歴史

上の人物」について書いてまと

めた文を基に、自分の考えや気

持ち、情報などを、論理の構成

や展開を工夫して、理由ととも

に話して伝えようとしている。

3

Key Expressions

Listening

My Opinion

Speech

4 Lesson 2

Famous

People

この人は何

をした人？

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

ア（ア）（イ）

イ（ア）（イ）

ウ（ア）（イ）

●相手にその人の魅力が伝わ

るように、紹介したい「歴史

上の人物」についての表現を

理解して、考えを深めること

ができる。

●相手にその人の魅力が伝わ

るように、紹介したい「歴史

上の人物」について、自分の

考えや気持ち、情報などを、

論理の構成や展開を工夫し

て、理由とともに話して伝え

ることができる。

[Sや] 紹介したい「歴史上の

人物」について、自分の考え

や気持ち、情報などを、論理

の構成や展開を工夫して、話

して伝え合うことができる。

（[L]）「歴史上の人物」につ

いての対話文を聞いて、対話

の概要や要点、必要な情報を

聞き取ることができる。

[W] 紹介したい「歴史上の人

物」について、自分の考えや

気持ち、情報などを、与えら

れたフォーマットを参考に、

論理の構成や展開を工夫し

て、書いて伝えることができ

る。

[S発]相手にその人の魅力が伝

わるように、紹介したい「歴

史上の人物」について、自分

の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫

して、書いた内容を基にし

て、理由とともに話して伝え

ることができる。

[知識]

相手にその人の魅力が伝えるた

めに必要となる「過去形（be

動詞 / 一般動詞）」に関する事

項を理解している。

「発表の始めと終わり」の表現

の意味や働きを理解している。

[技能]

[Sや] 紹介したい「歴史上の人

物」について、相手の発言を促

す質問やそれに答える表現など

を用いて、論理の構成や展開を

工夫して、話して伝え合う技能

を身に付けている。

（[L]）「歴史上の人物」につ

いての対話文を聞いて、内容を

聞きとる技能を身に付けてい

る。

[W] 紹介したい「歴史上の人

物」について、「発表の始めと

終わり」の表現などを用いて、

自分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫し

て、書いて伝える技能を身に付

けている。

[S発] 相手にその人の魅力が伝

わるように、紹介したい「歴史

上の人物」について、「発表の

始めと終わり」の表現などを用

いて、自分の考えや気持ち、情

報などを書いてまとめた文を基

に、論理の構成や展開を工夫し

て、理由とともに話して伝える

技能を身に付けている。

○

Grammar for Communication 過去形（be動詞 / 一般動詞）の文構造につ

いて理解し、「Gトレ」などの言語活動を

通して活用する。
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『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー

主な領域 評価の観点
配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

Start Up Vocabulary 「今していること」や「過去にしていたこ

と」について、主な語句を理解する。

キーセンテンス 「今していること」や「過去にしていたこ

と」について、現在進行形および過去進行

形を用いて、対話をする。
○

Pair Work 「今していること」や「過去にしていたこ

と」について、現在進行形および過去進行

形を用いて、対話をする。

○

Listening 「今していること」や「過去にしていたこ

と」について、対話の概要や要点を聞き取

る。

(○)

Useful Expressions 「今していること」や「過去にしていたこ

と」に関連する内容で、現在進行形および

過去進行形を用いた表現を理解する。

メモ欄 「今していること（過去にしていたこ

と）」について、「Hints」を参考にし

て、情報や考えをメモとして書く。

○

Functional

Expressions

「許可を求める」表現について、理解す

る。

GOALの活動 「今していること」や「過去にしていたこ

と」について、自分の考えや気持ち、情報

などを書いてまとめる。
○

Tips 「話題を変える時」の書き方について理解

する。

現在進行形および過去進行形の文構造につ

いて理解し、「Gトレ」などの言語活動を

通して活用する。

5 Lesson 3

Aquarium

Adventure

今、クラゲ

に夢中だ

よ！

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

ア（ア）（イ）

ウ（ア）（イ）

●SNSで伝えられるように、

「今していること」や「過去

にしていたこと」についての

表現を理解して、考えを深め

ることができる。

●SNSで伝えられるように、

「今していること」や「過去

にしていたこと」について、

自分の考えや気持ち、情報な

どを、論理の構成や展開を工

夫して、書いて伝えることが

できる。

[Sや] 「今していること」や

「過去にしていたこと」につ

いて、自分の考えや気持ち、

情報などを、論理の構成や展

開を工夫して、話して伝え合

うことができる。

（[L]）「今していること」や

「過去にしていたこと」につ

いての対話文を聞いて、対話

の概要や要点、必要な情報を

聞き取ることができる。

[W] 「今していること」や

「過去にしていたこと」につ

いて、自分の考えや気持ち、

情報などを与えられたフォー

マットを参考に、基本的な語

句や文を用いて、論理の構成

や展開を工夫して、書いて伝

えることができる。

[知識]

SNSで伝えられるために必要と

なる「現在進行形」および「過

去進行形」に関する事項を理解

している。

「許可を求める」表現の意味や

働きを理解している。

[技能]

[Sや] 「今していること」や

「過去にしていたこと」につい

て、相手の発言を促す質問やそ

れに答える表現などを用いて、

論理の構成や展開を工夫して、

話して伝え合う技能を身に付け

ている。

（[L]）「今していること」や

「過去にしていたこと」につい

ての対話文を聞いて、内容を聞

き取る技能を身に付けている。

[W] 「今していること」や「過

去にしていたこと」について、

「許可を求める」表現などを用

いて、自分の考えや気持ち、情

報などを、論理の構成や展開を

工夫して、書いて伝える技能を

身に付けている。

[Sや] 「今していること」や

「過去にしていたこと」につい

て、自分の考えや気持ち、情報

などを、論理の構成や展開を工

夫して、話して伝え合ってい

る。

（[L]）「今していること」や

「過去にしていたこと」につい

て、対話の概要や要点、必要な

情報を聞き取っている。

[W] SNSで伝えられるよう

に、「今していること」や「過

去にしていたこと」について、

情報や自分の考えや気持ち、情

報などを、論理の構成や展開を

工夫して、書いて伝えている。

[Sや] 「今していること」や

「過去にしていたこと」につい

て、自分の考えや気持ち、情報

などを、論理の構成や展開を工

夫して、話して伝え合おうとし

ている。

（[L]）「今していること」や

「過去にしていたこと」につい

て、対話の概要や要点、必要な

情報を聞き取ろうとしている。

[W]SNSで伝えられるように、

「今していること」や「過去に

していたこと」について、自分

の考えや気持ち、情報などを、

論理の構成や展開を工夫して、

書いて伝えようとしている。

3

Key Expressions

Listening

My Opinion

Writing

Grammar for Communication

○
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『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー

主な領域 評価の観点
配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

「『やり取り』に役立つ表現」について、

いろいろな表現を理解する。

「日常的な話題」や「社会的な話題」につ

いてやり取りする中で、適切な表現を選ん

で対話をする。

○

「やり取り」をする際の態度について、注

意すべきことへの理解を深める。

「日常的な話題」や「社会的な話題」につ

いて、「やり取り」に役立つ表現などを参

考にして、対話をする。 ○

[知識]

やり取りを円滑にするために必

要な表現を理解している。

[技能]

[Sや] 「日常的な話題」や「社

会的な話題」について、「やり

取り」に必要な表現や態度に注

意をしながら、円滑に、自分の

考えや気持ち、情報などを、論

理の構成や展開を工夫して、話

して伝え合う技能を身に付けて

いる。

[Sや]効果的なやり取りをする

ために、「日常的な話題」や

「社会的な話題」について、自

分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫し

て、話して伝え合っている。

[Sや]効果的なやり取りをする

ために、「日常的な話題」や

「社会的な話題」について、自

分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫し

て、話して伝え合おうとしてい

る。

15 Activity

Station 1

やり取りの

コツ

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

ア（ア）（イ）

●効果的な「やり取り」につ

いて、理解することができ

る。

●「日常的な話題」や「社会

的な話題」について、自分の

考えや気持ち、情報などを、

論理の構成や展開を工夫し

て、話して伝え合うことがで

きる。

[Sや] 「日常的な話題」や

「社会的な話題」について、

自分の考えや気持ち、情報な

どを、論理の構成や展開を工

夫して、話して伝え合うこと

ができる。

場面 「日常的な話題」や「社会的な話題」に関

する対話の概要や要点、必要な情報を、よ

り自然なやり取りの中で、聞いたり話した

りする。

○

「やり取り」に役立つ表現

Let's Try

「やり取り」のポイント

Follow Up

三省堂



『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー

主な領域 評価の観点
配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

その他の表現 「買い物」に関するその他の表現につい

て、理解を深める。 ○

1「買い物」に関する主な語句や表現を理解

する。 ○

[知識]

海外で買い物をするために、

「買い物」に関する表現の意味

や働きを理解している。

[技能]

[Sや]「買い物」について、相

手の発言を促す質問やそれに答

える表現などを用いて、論理の

構成や展開を工夫して、話して

伝え合う技能を身に付けてい

る。

[Sや] 海外で買い物をするため

に、「買い物」に関して、自分

の考えや気持ち、情報などを、

論理の構成や展開を工夫して、

話して伝え合っている。

[Sや] 海外で買い物をするため

に、「買い物」に関して、自分

の考えや気持ち、情報などを、

論理の構成や展開を工夫して、

話して伝え合おうとしている。

5 Daily

Conversati

on 1

「買い物」

の表現

Can I try it

on?

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

ア（ア）（イ）

●海外で買い物をするため

に、「買い物」に関する表現

を、理解することができる。

●海外で買い物をするため

に、「買い物」に関する表現

を用いて、自分の考えや気持

ち、情報などを、論理の構成

や展開を工夫して、やり取り

することができる。

[Sや] 「買い物」について、

自分の考えや気持ち、情報な

どを、論理の構成や展開を工

夫して、話して伝え合うこと

ができる。

場面

三省堂



『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー

主な領域 評価の観点
配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

キーセンテンス 「夏休みの予定」について、未来表現(will

/ be going to)を用いて、対話をする。 ○

Pair Work 「夏休みの予定」について、未来表現(will

/ be going to)を用いて、自分のことに変え

て対話をする。

○

Listening 「夏休みの予定」について、対話の概要や

要点を聞き取る。 (○)

Functional

Expressions

「誘う・提案する」表現について、いろい

ろな表現を理解する。

Pair Work 「誘う・提案する」表現を用いて、対話を

する。
○

Useful Expressions 「夏休みの予定」に関連する内容で、未来

表現（will / be going to）を用いた表現を

理解する。

Interview

未来表現（will / be going to）の文構造に

ついて理解し、「Gトレ」などの言語活動

を通して活用する。

○

6 Lesson 4

My

Summer

Plan

JAXAへ行

くよ

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

ア（ア）（イ）

●夏休み予定を伝え合うため

に、「予定」についての表現

を理解して、考えを深めるこ

とができる。

●夏休みの予定を伝え合うた

めに、「予定」について、自

分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫

して、話して伝え合うことが

できる。

[Sや] 夏休みの予定について

伝え合うために、「予定」に

ついて、与えられたフォー

マットを参考に、自分の考え

や気持ち、情報などを，論理

の構成や展開を工夫して、話

して伝え合うことができる。

（[L]）「夏休みの予定」につ

いての対話文を聞いて、対話

の概要や要点、必要な情報を

聞き取ることができる。

Start Up 2

Key Expressions

Listening

GOALの活動 「夏休みの予定」について、対話をしなが

らビンゴゲームをする。 ○

Grammar for Communication

[知識]

「夏休みの予定」を伝え合うた

めに必要となる「未来表現

（will / be going to）」に関す

る事項を理解している。

「誘う・提案する」表現の意味

や働きを理解している。

[技能]

[Sや] 「夏休みの予定」を伝え

合うために、「予定」につい

て、「誘う・提案する」表現な

どを用いて、論理の構成や展開

を工夫して、伝え合う技能を身

に付けている。

([L])「夏休みの予定」につい

ての対話文を聞いて、内容を聞

き取る技能を身に付けている。

[Sや] 「夏休みの予定」を伝え

合えるように、「予定」につい

て、自分の考えや気持ち、情報

などを、論理の構成や展開を工

夫して、話して伝え合ってい

る。

([L])「夏休みの予定」につい

て、対話の概要や要点、必要な

情報を聞き取っている。

[Sや] 「夏休みの予定」を伝え

合えるように、「予定」につい

て、自分の考えや気持ち、情報

などを、論理の構成や展開を工

夫して、話して伝え合おうとし

ている。

([L])「夏休みの予定」につい

て、対話の概要や要点、必要な

情報を聞き取ろうとしている。

Vocabulary 「夏休みの予定」について、主な語句を理

解する。
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『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー

主な領域 評価の観点
配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

Start Up Vocabulary 「自分が経験したこと」について、主な語

句を理解する。

キーセンテンス 「自分が経験したこと」について、現在完

了形(経験 / 継続)を用いて、対話をする。 ○

Pair Work 「自分が経験したこと」について、現在完

了形(経験 / 継続)を用いて、対話をする。 ○

Listening 「自分が経験したこと」について、対話の

概要や要点を聞き取る。 (○)

Useful Expressions 「自分が経験したこと」に関連する内容

で、現在完了形(経験 / 継続)を用いた表現

を理解する。

メモ欄 「自分が経験したこと」について、

「Hints」を参考にして、情報や考えをメ

モとして書く。

○

Functional

Expressions

「観衆を引きつける」表現について、いろ

いろな表現を理解する。

GOALの活動 「自分が経験したこと」ついて、自分の考

えや気持ち、情報などを書いてまとめた文

を用いて、発表する。

○ ○

Tips 発話の際の「音のつながり」について理解

する。

Grammar for

Communication

現在完了形（経験 / 継続）の文構造につい

て理解し、「Gトレ」などの言語活動を通

して活用する。

○

[Sや] 「自分が経験したこと」

について、自分の考えや気持

ち、情報などを、論理の構成や

展開を工夫して、話して伝えて

いる。

（[L]）「経験したこと」につ

いて、対話の概要や要点、必要

な情報を聞き取っている。

[W]紹介したい 「自分が経験し

たこと」について、自分の考え

や気持ち、情報などを、論理の

構成や展開を工夫して、書いて

伝えている。

[S発] 「自分が経験したこと」

を紹介するために、「経験」に

ついて書いてまとめた文を基

に、自分の考えや気持ち、情報

などを、論理の構成や展開を工

夫して、理由とともに話して伝

えている。

[Sや] 「自分が経験したこと」

について、自分の考えや気持

ち、情報などを、論理の構成や

展開を工夫して、話して伝え合

おうとしている。

（[L]）「経験したこと」につ

いて、対話の概要や要点、必要

な情報を聞き取ろうとしてい

る。

[W] 紹介したい「自分が経験し

たこと」について、自分の考え

や気持ち、情報などを、論理の

構成や展開を工夫して、書いて

伝えようとしている。

[S発] 「自分が経験したこと」

を紹介するために、「経験」に

ついて書いてまとめた文を基

に、自分の考えや気持ち、情報

などを、論理の構成や展開を工

夫して、理由とともに話して伝

えようとしている。

3

Key Expressions

Listening

My Opinion

Speech

6 Lesson 5

UFO

Sightings

キミはUFO

を見たこと

があるか?!

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

ア（ア）（イ）

イ（ア）（イ）

ウ（ア）（イ）

●「自分が経験したこと」を

紹介するために、「経験」に

ついての表現を理解して、考

えを深めることができる。

●「自分が経験したこと」に

ついて紹介するために、自分

の考えや気持ち、情報などを

まとめ、論理の構成や展開を

工夫して、理由とともに話し

て伝えることができる。

[Sや] 「自分が経験したこ

と」について、自分の考えや

気持ち、情報などを、論理の

構成や展開を工夫して、話し

て伝え合うことができる。

（[L]）「経験したこと」につ

いての対話文を聞いて、対話

の概要や要点、必要な情報を

聞き取ることができる。

[W] 「自分が経験したこと」

について、自分の考えや気持

ち、情報などを与えられた

フォーマットを参考に、論理

の構成や展開を工夫して、書

いて伝えることができる。

[S発]「自分が経験したこと」

を紹介するために、自分の考

えや気持ち、情報などを、書

いた内容を基にして、論理の

構成や展開を工夫して、理由

とともに話して伝えることが

できる。

[知識]

「自分が経験したこと」を紹介

するために必要となる「現在完

了形（経験 / 継続）」に関する

事項を理解している。

「聴衆を引きつける」表現の意

味や働きを理解している。

[技能]

[Sや] 「自分が経験したこと」

について、相手の発言を促す質

問やそれに答える表現などを用

いて、論理の構成や展開を工夫

して、話して伝え合う技術を身

に付けている。

（[L]）「経験したこと」につ

いての対話文を聞いて、内容を

聞きとる技能を身に付けてい

る。

[W] 「自分が経験したこと」に

ついて、「聴衆を引きつける」

表現などを用いて、自分の考え

や気持ち、情報などを、論理の

構成や展開を工夫して、書いて

伝える技能を身に付けている。

[S発] 「自分が経験したこと」

を紹介するために、「経験」に

ついて、「聴衆を引きつける」

表現などを用いて、自分の考え

や気持ち、情報などを書いてま

とめた文を基に、論理の構成や

展開を工夫して、理由とともに

話して伝える技能を身に付けて

いる。
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『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー

主な領域 評価の観点
配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

Start Up Vocabulary 「ホームステイ」などについて、主な語句

を理解する。

キーセンテンス 「完了したこと」や「継続していること」

などについて、現在完了形（完了 / 現在完

了進行形）を用いて、対話をする。 ○

Pair Work 「完了したこと」や「継続していること」

などについて、現在完了形（完了 / 現在完

了進行形）を用いて、対話をする。
○

Listening 「完了したこと」や「継続していること」

などについて、対話の概要や要点を聞き取

る。
(○)

Useful Expressions 「完了したこと」や「継続していること」

などに関連する内容で、現在完了形（完了

/ 現在完了進行形）を用いた表現を理解す

る。

メモ欄 「完了したこと」や「継続していること」

について、「Hints」を参考にして、情報

や考えをメモとして書く。

○

Functional

Expressions

「メールのあいさつ」での表現について、

いろいろな表現を理解する。

GOALの活動 （ホストファミリーへ送るメールの設定

で、）「完了したこと」や「継続している

こと」について、自分の考えや気持ち、情

報などを書いてまとめる。

○

Tips 「メールのあいさつ」での書き方について

理解する。

7 Lesson 6

Homestay

ホームステ

イにチャレ

ンジ！

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

ア（ア）（イ）

ウ（ア）（イ）

●英語でEmailを書くために、

（「完了したこと」や）「継

続していること」などについ

ての表現を理解して、考えを

深めることができる。

●英語でEmailを書くために、

「完了したこと」や「継続し

ていること」などについて、

自分の考えや気持ち、情報な

どを、論理の構成や展開を工

夫して、書いて伝えることが

できる。

[Sや] 「完了したこと」や

「継続していること」などに

ついて、基本的な語句や文を

用いて、自分の考えや気持

ち、情報などを、論理の構成

や展開を工夫して、話して伝

え合うことができる。

（[L]）「完了したこと」や

「継続していること」などに

ついての対話文を聞いて、対

話の概要や要点、必要な情報

を聞き取ることができる。

[W] 英語でEmailを書くため

に、「完了したこと」や「継

続していること」などについ

て、自分の考えや気持ち、情

報などを与えられたフォー

マットを参考に、論理の構成

や展開を工夫して、書いて伝

えることができる。

[知識]

英語でEmailを書くために必要

となる「現在完了形（完了 / 現

在完了進行形）」に関する事項

を理解している。

「メールのあいさつ」での表現

の意味や働きを理解している。

[技能]

[Sや] 「完了したこと」「継続

していること」について、相手

の発言を促す質問やそれに答え

る表現などを用いて、話して伝

え合う技能を身に付けている。

（[L]）「完了したこと」「継

続していること」についての対

話文を聞いて、内容を聞き取る

技能を身に付けている。

[W] 英語でEmailを書くため

に、（「完了したこと」）「継

続していること」について、

「メールのあいさつ」での表現

などを用いて、自分の考えや気

持ち、情報などを、論理の構成

や展開を工夫して、書いて伝え

る技能を身に付けている。

[Sや] 「完了したこと」「継続

していること」について、自分

の考えや気持ち、情報などを、

論理の構成や展開を工夫して、

話して伝え合っている。

（[L]）「完了したこと」「継

続していること」について、対

話の概要や要点、必要な情報を

聞き取っている。

[W] 英語でEmailを書くため

に、（「完了したこと」）「継

続していること」について、自

分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫し

て、書いて伝えている。

[Sや] 「完了したこと」「継続

していること」について、自分

の考えや気持ち、情報などを、

論理の構成や展開を工夫して、

話して伝え合おうとしている。

（[L]）「完了したこと」「継

続していること」について、対

話の概要や要点、必要な情報を

聞き取ろうとしている。

[W]英語でEmailを書くため

に、（「完了したこと」）「継

続していること」について、自

分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫し

て、書いて伝えようとしてい

る。

3

Key Expressions

Listening

Grammar for Communication 現在完了形（完了 / 現在完了進行形）の文

構造について理解し、「Gトレ」などの言

語活動を通して活用する。
○

My Opinion

Writing
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『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー

主な領域 評価の観点
配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

「日常的な話題」や「社会的な話題」につ

いて、Let's Tryの手順に沿って書いてまと

める。

○

Follow Up

○

[知識]

まとまった文章を書くために必

要となる「パラグラフの型」を

理解している。

[技能]

[W] 「日常的な話題」や「社会

的な話題」について、「パラグ

ラフの型」を用いて、自分の考

えや気持ち、情報などを、論理

の構成や展開を工夫して、書い

て伝える技能を身に付けてい

る。

[W]まとまった文章を書く上

で、「日常的な話題」や「社会

的な話題」について、自分の考

えや気持ち、情報などを、論理

の構成や展開を工夫して、書い

て伝えている。

[W]まとまった文章を書く上

で、「日常的な話題」や「社会

的な話題」について、自分の考

えや気持ち、情報などを、論理

の構成や展開を工夫して、書い

て伝えようとしている。

17 Activity

Station 2

ライティン

グのコツ

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

ウ（ア）（イ）

●まとまった文章を書くため

に、「パラグラフの型」につ

いて、理解することができ

る。

●「日常的な話題」や「社会

的な話題」について、自分の

考えや気持ち、情報などを論

理的にまとめて、論理の構成

や展開を工夫して、書いて伝

えることができる。

[W] まとまった文章を書く上

で、「日常的な話題」や「社

会的な話題」について、自分

の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫

して、書いて伝えることがで

きる。

Let's Try 「日常的な話題」や「社会的な話題」につ

いてのまとまった文章を書くために、手順

に沿って、自分の考えや気持ち、情報など

を整理しながら書く方法を理解する。

三省堂



『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー

主な領域 評価の観点
配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

「レストラン」「カフェ」での表現に関す

るその他の表現について、理解を深める。 ○

その他の表現

1「レストラン」「カフェ」での表現に関す

る主な語句や表現を理解する。 ○

[知識]

海外で食事をするために、「レ

ストラン」「カフェ」での表現

に関する表現の意味や働きを理

解している。

[技能]

[Sや]「レストラン」「カ

フェ」での表現について、相手

の発言を促す質問やそれに答え

る表現などを用いて、論理の構

成や展開を工夫して、話して伝

え合う技能を身に付けている。

[Sや] 海外でで食事をするため

に、「レストラン」「カフェ」

での表現について、自分の考え

や気持ち、情報などを、論理の

構成や展開を工夫して、話して

伝え合っている。

[Sや]海外でで食事をするため

に、「レストラン」「カフェ」

での表現について、自分の考え

や気持ち、情報などを、論理の

構成や展開を工夫して、話して

伝え合おうとしている。

7 Daily

Conversati

on ２

「レストラ

ン」「カ

フェ」での

表現

I'll have it.

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

ア（ア）（イ）

●海外で食事をするために、

「レストラン」「カフェ」で

の表現を、理解することがで

きる。

●海外で食事をするために、

「レストラン」「カフェ」で

の表現を用いて、自分の考え

や気持ち、情報などを、論理

の構成や展開を工夫して、話

して伝え合うことができる。

[Sや] 「レストラン」「カ

フェ」での表現について、自

分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫

して、話して伝え合うことが

できる。

場面
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『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー

主な領域 評価の観点
配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

キーセンテンス 「いろいろなものの比較」について、比較

(比較級 / 最上級 / as ... as ～)を用いて、

対話をする。

○

Pair Work 「いろいろなものの比較」について、比較

(比較級 / 最上級 / as ... as ～)を用いて、

自分のことに変えて対話をする。

○

Listening 「いろいろなものの比較」について、対話

の概要や要点を聞き取る。 (○)

Functional

Expressions

「驚く」表現について、いろいろな表現を

理解する。

Pair Work 「驚く」表現を用いて、対話をする。
○

Useful Expressions 「いろいろなものの比較」に関連する内容

で、比較（比較級 / 最上級 / as ... as ～）

を用いた表現を理解する。

Game

比較（比較級 / 最上級 / as ..... as ～）の

文構造について理解し、「Gトレ」などの

言語活動を通して活用する。

○

9 Lesson 7

Which Is

Faster?

いろいろな

ものを比べ

ると …

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

ア（ア）（イ）

●いろいろなものを比較する

ために必要な「比較」の表現

を理解して、考えを深めるこ

とができる。

●いろいろなものを比較する

ために、自分の考えや気持

ち、情報などを、論理の構成

や展開に工夫して話して伝え

合うことができる。

[Sや] いろいろなものを比較

するために、与えられた

フォーマットを参考に、自分

の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫

して、話して伝え合うことが

できる。

（[L]）いろいろなものの比較

についての対話文を聞いて、

対話の概要や要点、必要な情

報を聞き取ることができる。

Start Up 2

Key Expressions

Listening

GOALの活動 「いろいろなものの比較」について、比較

に関する質問に答えながら英語すごろくを

する。

○

Grammar for Communication

[知識]

いろいろなものを「比較」する

ために必要となる「比較（比較

級 / 最上級 / as ... as ～）」に

関する事項を理解している。

「驚く」表現の意味や働きを理

解している。

[技能]

[Sや]いろいろなものを比較す

るために、 「比較」につい

て、「驚く」表現などを用い

て、論理の構成や展開を工夫し

て、話して伝え合う技能を身に

付けている。

([L])「いろいろなものの比

較」についての対話文を聞い

て、内容を聞き取る技能を身に

付けている。

[Sや] いろいろなものを比較す

るために、「比較対照する物」

について、自分の考えや気持

ち、情報などを、論理の構成や

展開を工夫して、話して伝え

合っている。

([L])「いろいろなものの比

較」について、対話の概要や要

点、必要な情報を聞き取ってい

る。

[Sや] いろいろなものを比較す

るために、「比較対照する物」

について、自分の考えや気持

ち、情報などを、論理の構成や

展開を工夫して、話して伝え合

おうとしている。

([L])「いろいろなものの比

較」について、対話の概要や要

点、必要な情報を聞き取ろうと

している。

Vocabulary 「いろいろなものの比較」について、主な

語句を理解する。
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『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー

主な領域 評価の観点
配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

Start Up Vocabulary 「発明品」について、主な語句を理解す

る。

キーセンテンス 「発明品」について、助動詞(can / may)

を用いて、対話をする。 ○

Pair Work 「発明品」について、助動詞(can / may)

を用いて、対話をする。 ○

Listening 「発明品」について、対話の概要や要点を

聞き取る。 (○)

Useful Expressions 「発明品」に関連する内容で、助動詞(can

/ may)を用いた表現を理解する。

メモ欄 「発明品」について、「Hints」を参考に

して、情報や考えをメモとして書く。 ○

Functional

Expressions

「理由を述べる」表現について、いろいろ

な表現を理解する。

GOALの活動 「発明品」ついて、自分の考えや気持ち、

情報などを書いてまとめた文を用いて、発

表する。

○ ○

Tips 発話の際の「文の区切り」について理解す

る。

Follow Up 「発明品」について、スピーチをしたあと

に質問をして対話をする ○

助動詞（can / may）の文構造について理

解し、「Gトレ」などの言語活動を通して

活用する。

○

9 Lesson 8

Great

Inventions

あなたが選

ぶすぐれた

発明品は?!

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

ア（ア）（イ）

イ（ア）（イ）

ウ（ア）（イ）

●身の回りにあるすぐれた

「発明品」を紹介するため

に、「発明」についての表現

を理解して、考えを深めるこ

とができる。

●身の回りにあるすぐれた

「発明品」を紹介するため

に、「発明品」について、自

分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫

して、理由とともに話して伝

えることができる。

[Sや] 紹介したい「発明品」

について、自分の考えや気持

ち、情報などを、論理の構成

や展開を工夫して、話して伝

え合うことができる。

（[L]）「発明品」についての

対話文を聞いて、対話の概要

や要点、必要な情報を聞き取

ることができる。

[W] 紹介したい「発明品」に

ついて、自分の考えや気持

ち、情報などを与えられた

フォーマットを参考に、論理

の構成や展開を工夫して、書

いて伝えることができる。

[S発]紹介したい「発明品」に

ついて、自分の考えや気持

ち、情報などを、論理の構成

や展開を工夫して、書いた内

容を基にして、理由とともに

話して伝えることができる。

[知識]

身の回りにあるすぐれた「発明

品」を紹介するために必要とな

る「助動詞（can / may）」に

関する事項を理解している。

「理由を述べる」表現の意味や

働きを理解している。

[技能]

[Sや] 紹介したい「発明品」に

ついて、相手の発言を促す質問

やそれに答える表現などを用い

て、論理の構成や展開を工夫し

て、話して伝え合う技能を身に

付けている。

（[L]）「発明品」についての

対話文を聞いて、内容を聞きと

る技能を身に付けている。

[W] 紹介したい「発明品」につ

いて、「理由を述べる」表現な

どを用いて、自分の考えや気持

ち、情報などを、論理の構成や

展開を工夫して、書いて伝える

技能を身に付けている。

[S発] 身の回りにあるすぐれた

「発明品」を紹介するために、

「理由を述べる」表現などを用

いて、自分の考えや気持ち、情

報などを、書いてまとめた文を

基に、論理の構成や展開を工夫

して、理由とともに話して伝え

る技能を身に付けている。

[Sや] 「発明品」について、自

分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫し

て、話して伝えている。

（[L]）「発明品」について、

対話の概要や要点、必要な情報

を聞き取っている。

[W] 紹介したい「発明品」につ

いて、自分の考えや気持ち、情

報などを、論理の構成や展開を

工夫して、書いて伝えている。

[S発]身の回りにあるすぐれた

「発明品」紹介するために、

「発明品」について書いてまと

めた文を基に、自分の考えや気

持ち、情報などを、論理の構成

や展開を工夫して、理由ととも

に話して伝えている。

[Sや] 「発明品」について、自

分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫し

て、話して伝え合おうとしてい

る。

（[L]）「発明品」について、

対話の概要や要点、必要な情報

を聞き取ろうとしている。

[W] 紹介したい「発明品」につ

いて、自分の考えや気持ち、情

報などを、論理の構成や展開を

工夫して、書いて伝えようとし

ている。

[S発]身の回りにあるすぐれた

「発明品」を紹介するために、

紹介したい「発明品」について

書いてまとめた文を基に、自分

の考えや気持ち、情報などを、

論理の構成や展開を工夫して、

理由とともに話して伝えようと

している。

3

Key Expressions

Listening

My Opinion

Speech

Grammar for Communication

三省堂



『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー

主な領域 評価の観点
配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

Start Up Vocabulary 「環境問題」について、主な語句を理解す

る。

キーセンテンス 「環境問題」について、助動詞（must /

have to / should）を用いて、対話をす

る。 ○

Pair Work 「環境問題」について、助動詞（must /

have to / should）を用いて、対話をす

る。
○

Listening 「環境問題」について、対話の概要や要点

を聞き取る。
(○)

Useful Expressions 「環境問題」に関連する内容で、助動詞

（must / have to / should）を用いた表現

を理解する。

メモ欄 「環境問題」について、「Hints」を参考

にして、情報や考えをメモとして書く。 ○

Functional

Expressions

「事実を伝える」表現について、いろいろ

な表現を理解する。

GOALの活動 「環境問題」について、自分の考えや気持

ち、情報などを書いてまとめる。

○

Tips 「文章を強調する」書き方について理解す

る。

助動詞（must / have to / should）の文構

造について理解し、「Gトレ」などの言語

活動を通して活用する。
○

[Sや] 「環境問題」について、

自分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫し

て、話して伝え合っている。

（[L]）「環境問題」につい

て、対話の概要や要点、必要な

情報を聞き取っている。

[W] 「環境問題」についての

ホームページを作成するため

に、「環境問題」について、自

分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫し

て、書いて伝えている。

[Sや] 「環境問題」について、

自分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫し

て、話して伝え合おうとしてい

る。

（[L]）「環境問題」につい

て、対話の概要や要点、必要な

情報を聞き取ろうとしている。

[W]「環境問題」についての

ホームページを作成するため

に、「環境問題」について、自

分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫し

て、書いて伝えようとしてい

る。

3

Key Expressions

Listening

[知識]

「環境問題」についてのホーム

ページを作成するために必要と

なる「助動詞（must / have to

/ should）」に関する事項を理

解している。

「事実を伝える」表現の意味や

働きを理解している。

[技能]

[Sや] 「環境問題」について、

相手の発言を促す質問やそれに

答える表現などを用いて、話し

て伝え合う技能を身に付けてい

る。

（[L]）「環境問題」について

の対話文を聞いて、内容を聞き

取る技能を身に付けている。

[W] 「環境問題」について、

「事実を伝える」表現などを用

いて、自分の考えや気持ち、情

報などを論理的に書いて伝える

技能を身に付けている。

My Opinion

Writing

Grammar for Communication

10 Lesson 9

Save the

Earth

ホタルが住

める地球

を！

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

ア（ア）（イ）

ウ（ア）（イ）

●「環境問題」についての

ホームページを作成するため

に、「環境問題」についての

表現を理解して、考えを深め

ることができる。

●環境問題についてのホーム

ページを作成するために、

「環境問題」について、自分

の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫

して、書いて伝えることがで

きる。

[Sや] 「環境問題」につい

て、自分の考えや気持ち、情

報などを、論理の構成や展開

を工夫して、話して伝え合う

ことができる。

（[L]）「環境問題」について

の対話文を聞いて、概要や要

点、必要な情報を聞き取るこ

とができる。

[W] 環境問題についてのホー

ムページを作成するために、

「環境問題」について、自分

の考えや気持ち、情報など

を、与えられたフォーマット

を参考に、論理の構成や展開

を工夫して、書いて伝えるこ

とができる。
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『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー

主な領域 評価の観点
配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

「スピーチ」をする際の態度について、注

意すべきことへの理解をする。

「日常的な話題」や「社会的な話題」につ

いて、「スピーチの型」を参考にして文を

まとめ、スピーチをする。

○

「日常的な話題」や「社会的な話題」つい

て、「プレゼンテーションの型」に沿って

発表する。
○

「プレゼンテーション」をする際の効果的

なやり方について、注意すべきことへの理

解をする。

「日常的な話題」や「社会的な話題」につ

いて、「プレゼンテーションの型」を参考

にして文をまとめ、適宜、スライドやグラ

フ・図表なども用いてプレゼンテーション

をする。

○

○

[知識]

効果的なスピーチやプレゼン

テーションをするために必要と

なる「スピーチの型」や「プレ

ゼンテーションの型」、そし

て、それぞれの発表に必要な表

現を理解している。

[技能]

[S発] 「日常的な話題」や「社

会的な話題」について、「ス

ピーチ」や「プレゼンテーショ

ン」の型に沿って、必要な表現

を用い、自分の考えや気持ち、

情報などを、論理の構成や展開

を工夫して、理由とともに話し

て伝える技能を身に付けてい

る。

[S発] スピーチやプレゼンテー

ションをする上で、「日常的な

話題」や「社会的な話題」につ

いて、自分の考えや気持ち、情

報などを、論理の構成や展開を

工夫して、理由とともに話して

伝えている。

[S発]  スピーチやプレゼン

テーションをする上で、「日常

的な話題」や「社会的な話題」

について、自分の考えや気持

ち、情報などを、論理の構成や

展開を工夫して、理由とともに

話して伝えようとしている。

1

「スピーチ」のポイント

Follow Up

場面

「プレゼンテーション」のポイント

Follow Up

「日常的な話題」や「社会的な話題」につ

いて、「スピーチの型」に沿って発表す

る。

10 Activity

Station 3

スピーチと

プレゼン

テーション

のコツ

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

イ（ア）（イ）

●効果的な「スピーチ」や

「プレゼンテーション」をす

るために、その「型」や「表

現」について理解することが

できる。

●「日常的な話題」や「社会

的な話題」について、自分の

考えや気持ち、情報などをま

とめ、スピーチやプレゼン

テーションをして表現するこ

とができる。

[S発]スピーチやプレゼンテー

ションを行う上で必要となる

「日常的な話題」や「社会的

な話題」について、自分の考

えや気持ち、情報などを、書

いた内容を基に、論理の構成

や展開を工夫して、理由とと

もに話して伝えることができ

る。

場面

三省堂



『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー

主な領域 評価の観点
配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

「道案内」の表現に関するその他の表現に

ついて、理解を深める。 ○

1「道案内」の表現に関する主な語句や表現

を理解する。 ○

[知識]

英語で道案内をするために、

「道案内」の表現に関する表現

の意味や働きを理解している。

[技能]

[Sや]「道案内」の表現につい

て、相手の発言を促す質問やそ

れに答える表現などを用いて、

論理の構成や展開を工夫して、

話して伝え合う技能を身に付け

ている。

[Sや] 英語で「道案内」をする

ために、「道案内」の表現につ

いて、自分の考えや気持ち、情

報などを、論理の構成や展開を

工夫して、話して伝え合ってい

る。

[Sや] 英語で「道案内」をする

ために、「道案内」の表現につ

いて、自分の考えや気持ち、情

報などを、論理の構成や展開を

工夫して、話して伝え合おうと

している。

●英語で道案内をするため

に、「道案内」の表現を、理

解することができる。

●「道案内」の表現を用い

て、自分の考えや気持ち、情

報などをやり取りすることが

できる。

[Sや] 「道案内」の表現につ

いて、自分の考えや気持ち、

情報などを、論理の構成や展

開を工夫して、話して伝え合

うことができる。

場面

その他の表現

10 Daily

Conversati

on 3

「道案内」

の表現

Where is

the bus

stop?

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

ア（ア）（イ）
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『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー

主な領域 評価の観点
配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

キーセンテンス 「芸術作品」について、受動態を用いて、

対話をする。 ○

Pair Work 「芸術作品」について、受動態を用いて、

自分のことに変えて対話をする。 ○

Listening 「芸術作品」について、対話の概要や要点

を聞き取る。 (○)

Functional

Expressions

「同意する」表現について、いろいろな表

現を理解する。

Pair Work 「同意する」表現を用いて、対話をする。
○

Useful Expressions 「芸術作品」に関連する内容で、受動態を

用いた表現を理解する。

Game

受動態の文構造について理解し、「Gト

レ」などの言語活動を通して活用する。 ○

11 Lesson 10

Masterpiec

e

芸術はここ

ろの栄養!!

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

ア（ア）（イ）

●さまざまな「芸術作品」に

ついて話すために必要な表現

を理解して、考えを深めるこ

とができる。

●さまざまな「芸術作品」に

ついて、自分の考えや気持

ち、情報などを、論理の構成

や展開を工夫して、話して伝

え合うことができる。

[Sや] さまざまな芸術作品に

ついて話すために「芸術作

品」について、与えられた

フォーマットを参考に、自分

の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開に工夫

して、話して伝え合うことが

できる。

（[L]）「芸術作品」について

の対話文を聞いて、対話の概

要や要点、必要な情報を聞き

取ることができる。

Start Up 2

Key Expressions

Listening

GOALの活動 「芸術作品」について、与えられた語句を

用いながら、受動態の文を作るゲームをす

る。

○

Grammar for Communication

[知識]

さまざまな「芸術作品」につい

て話すために必要となる「受動

態」に関する事項を理解してい

る。

「同意する」表現の意味や働き

を理解している。

[技能]

[Sや]さまざまな「芸術作品」

ついて話すために、 「芸術作

品」について、「同意する」表

現などを用いて、論理の構成や

展開を工夫して、話して伝え合

う技能を身に付けている。

([L])「芸術作品」についての

対話文を聞いて、内容を聞き取

る技能を身に付けている。

[Sや] さまざまな芸術作品につ

いて話すために、「芸術作品」

について、自分の考えや気持

ち、情報などを、論理の構成や

展開を工夫して、話して伝え

合っている。

([L])「芸術作品」について、

対話の概要や要点、必要な情報

を聞き取っている。

[Sや] さまざまな芸術作品につ

いて話すために、「芸術作品」

について、自分の考えや気持

ち、情報などを、論理の構成や

展開を工夫して、話して伝え合

おうとしている。

([L])「芸術作品」について、

対話の概要や要点、必要な情報

を聞き取ろうとしている。

Vocabulary 「芸術作品」について、主な語句を理解す

る。

三省堂



『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー

主な領域 評価の観点
配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

Start Up Vocabulary 「将来なりたい職業」について、主な語句

を理解する。

キーセンテンス 「将来なりたい職業」について、不定詞

(名詞的用法)および動名詞を使って、対話

をする。

○

Pair Work 「将来なりたい職業」について、不定詞

(名詞的用法)および動名詞を使って、対話

をする。

○

Listening 「将来なりたい職業」について、対話の概

要や要点を聞き取る。 (○)

Useful Expressions 「将来なりたい職業」に関連する内容で、

不定詞(名詞的用法)および動名詞を用いた

表現を理解する。

メモ欄 「将来なりたい職業」について、

「Hints」を参考にして、情報や考えをメ

モとして書く。

○

Functional

Expressions

「順序を述べる」表現について、いろいろ

な表現を理解する。

GOALの活動 「将来なりたい職業」ついて、自分の考え

や気持ち、情報などを書いてまとめた文を

用いて、発表する。

○ ○

Tips 発話の際の「文強勢」について理解する。

Follow Up 「将来なりたい職業」について、スピーチ

を聞いたあとに質問をして対話をする。 ○

不定詞（名詞的用法）および動名詞の文構

造について理解し、「Gトレ」などの言語

活動を通して活用する。

○

[Sや] 「将来なりたい職業」に

ついて、自分の考えや気持ち、

情報などを、論理の構成や展開

を工夫して、伝え合おうとして

いる。

（[L]）「将来なりたい職業」

について、対話の概要や要点、

必要な情報を聞き取っている。

[W] 「将来なりたい職業」につ

いて、自分の考えや気持ち、情

報などを、論理の展開や構成を

工夫して、書いて伝えている。

[S発] 「将来なりたい職業」に

ついて発表するために、「職

業」について書いてまとめた文

を基に、自分の考えや気持ち、

情報などを、論理の構成や展開

を工夫して、理由とともに話し

て伝えている。

[Sや] 「将来なりたい職業」に

ついて、自分の考えや気持ち、

情報などを、論理の構成や展開

を工夫して、伝え合おうとして

いる。

（[L]）「将来なりたい職業」

について、対話の概要や要点、

必要な情報を聞き取ろうとして

いる。

[W] 「将来なりたい職業」につ

いて、自分の考えや気持ち、情

報などを、論理の展開や構成を

工夫して、書いて伝えようとし

ている。

[S発] 「将来なりたい職業」に

ついて発表するために、「職

業」について書いてまとめた文

を基に、自分の考えや気持ち、

情報などを、論理の構成や展開

を工夫して、理由とともに話し

て伝えようとしている。

3

Key Expressions

Listening

My Opinion

Speech

Grammar for Communication

[知識]

「将来なりたい職業」について

発表するために必要となる「不

定詞（名詞的用法）」および

「動名詞」に関する事項を理解

している。

「順序を述べる」の表現の意味

や働きを理解している。

[技能]

[Sや] 「将来なりたい職業」に

ついて、相手の発言を促す質問

やそれに答える表現などを用い

て、論理の構成や展開を工夫し

て、話して伝え合う技能を身に

付けている。

（[L]）「将来なりたい職業」

についての対話文を聞いて、対

話の内容を聞きとる技能を身に

付けている。

[W] 「将来なりたい職業」につ

いて、「順序を述べる」表現な

どを用いて、自分の考えや気持

ち、情報などを、論理の構成や

展開を工夫して、書いて伝える

技能を身に付けている。

[S発] 「将来なりたい職業」に

ついて、「順序を述べる」の表

現などを用いて、自分の考えや

気持ち、情報などを書いてまと

めた文を基に、論理の構成や展

開を工夫して、理由とともに話

して伝える技能を身に付けてい

る。

11 Lesson 11

My Future

Job

あなたは将

来どんな

人?

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

ア（ア）（イ）

イ（ア）（イ）

ウ（ア）（イ）

●「将来なりたい職業」につ

いて発表するために、「職

業」についての表現を理解し

て、考えを深めることができ

る。

●「将来なりたい職業」につ

いて発表するために、「職

業」について、自分の考えや

気持ち、情報などを、論理の

構成や展開を工夫して、理由

とともに話して伝えることが

できる。

[Sや] 「将来なりたい職業」

について、自分の考えや気持

ち、情報などを、論理の構成

や展開を工夫して、話して伝

え合うことができる。

（[L]）「将来なりたい職業」

についての対話文を聞いて、

対話の概要や要点、必要な情

報を聞き取ることができる。

[W] 「将来なりたい職業」に

ついて、自分の考えや気持

ち、情報などを与えられた

フォーマットを参考に、論理

の構成や展開を工夫して、書

いて伝えることができる。

[S発]「将来なりたい職業」に

ついて、自分の考えや気持

ち、情報などを、書いた内容

を基にして、論理の構成や展

開を工夫して、理由とともに

話して伝えることができる。
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『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー

主な領域 評価の観点
配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

Start Up Vocabulary 「世界遺産」について、主な語句を理解す

る。

キーセンテンス 「世界遺産」について、不定詞(副詞的用

法 / 形容詞的用法)を用いて、対話をす

る。
○

Pair Work 「世界遺産」について、不定詞(副詞的用

法 / 形容詞的用法)を用いて、対話をす

る。

○

Listening 「世界遺産」について、対話の概要や要点

を聞き取る。
(○)

Useful Expressions 「世界遺産」に関連する内容で、不定詞

（副詞的用法 / 形容詞的用法）を用いた表

現を理解する。

メモ欄 「世界遺産」について、「Hints」を参考

にして、情報や考えをメモとして書く。 ○

Functional

Expressions

「出典・引用を示す」表現について、理解

する。

GOALの活動 「世界遺産」について、自分の考えや気持

ち、情報などを書いてまとめる。
○

Tips 「何かを紹介するとき」の書き方について

理解する。

不定詞（副詞的用法 / 形容詞的用法）の文

構造について理解し、「Gトレ」などの言

語活動を通して活用する。

○

3

Key Expressions

Listening

Lesson 12

World

Heritage

モン・サ

ン・ミシェ

ルへの旅

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

ア（ア）（イ）

ウ（ア）（イ）

●「世界遺産」を紹介する

ホームページを作成するため

に、「世界遺産」についての

表現を理解して、考えを深め

ることができる。

●「世界遺産」を紹介する

ホームページを作成するため

に、「世界遺産」について、

自分の考えや気持ち、情報な

どを、論理の構成や展開を工

夫して、書いて伝えることが

できる。

[Sや] 紹介したい「世界遺

産」について、自分の考えや

気持ち、情報などを、論理の

構成や展開を工夫して、話し

て伝え合うことができる。

（[L]）「世界遺産」につい

て、対話の概要や要点、必要

な情報を聞き取ることができ

る。

[W] 紹介したい「世界遺産」

について、自分の考えや気持

ち、情報などを与えられた

フォーマットを参考に、論理

の構成や展開を工夫して、書

いて伝えることができる。

[知識]

「世界遺産」を紹介するホーム

ページを作成するために必要と

なる「不定詞（副詞的用法 / 形

容詞的用法）」に関する事項を

理解している。

「出典・引用を示す」表現の意

味や働きを理解している。

[技能]

[Sや] 紹介したい「世界遺産」

について、相手の発言を促す質

問やそれに答える表現などを用

いて、話して伝え合う技能を身

に付けている。

（[L]）「世界遺産」について

の対話文を聞いて、内容を聞き

取る技能を身に付けている。

[W] 紹介したい「世界遺産」に

ついて、「出典・引用を示す」

表現などを用いて、自分の考え

や気持ち、情報などを、論理の

構成や展開を工夫して、書いて

伝える技能を身に付けている。

[Sや] 「世界遺産」について、

自分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫し

て、話して伝え合っている。

（[L]）「世界遺産」につい

て、対話の概要や要点、必要な

情報を聞き取っている。

[W] 「世界遺産」を紹介する

ホームページを作成するため

に、紹介したい「世界遺産」に

ついて、自分の考えや気持ち、

情報などを、論理の構成や展開

を工夫して、書いて伝えてい

る。

[Sや] 「世界遺産」について、

自分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫し

て、話して伝え合おうとしてい

る。

（[L]）「世界遺産」につい

て、対話の概要や要点、必要な

情報を聞き取ろうとしている。

[W] 「世界遺産」を紹介する

ホームページを作成するため

に、紹介したい「世界遺産」に

ついて、自分の考えや気持ち、

情報などを、論理の構成や展開

を工夫して、書いて伝えようと

している。My Opinion

Writing

Grammar for Communication

12
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『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー

主な領域 評価の観点
配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

「日常的な話題」や「社会的な話題」につ

いてディスカッションをする中で、適切な

表現を選んで意見交換をする。

○

「ディスカッション」をする際の態度につ

いて、注意すべきことへの理解を深める。

「日常的な話題」や「社会的な話題」につ

いて、ディスカッションでよく使われる表

現を効果的に使いながら意見交換をする。
○

1

Let's Try

「ディスカッション」のポイント

Follow Up

12 Activity

Station 4

ディスカッ

ションのコ

ツ

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

ア（ア）（イ）

●効果的な「ディスカッショ

ン」をするために、その展開

の仕方や意見を述べるときの

表現について、理解すること

ができる。

●「日常的な話題」や「社会

的な話題」について、自分の

考えや気持ち、情報などをグ

ループで話し合ったり、意見

をまとめることができる。

[Sや] ディスカッションをす

るために、「日常的な話題」

や「社会的な話題」につい

て、自分の考えや気持ち、情

報などを、論理の構成や展開

を工夫して、グループでお互

いに意見を交換し、相手の意

見を踏まえて自分の意見を伝

え合うことができる。

場面 「日常的な話題」や「社会的な話題」につ

いて、ディスカッションをスムーズに展開

する上で必要な表現を理解する。

○

[知識]

効果的なディスカッションをス

ムーズに進めるために必要な表

現や流れを理解している。

[技能]

[Sや] ディスカッションをする

ために「日常的な話題」や「社

会的な話題」について、「ディ

スカッション」に必要な表現や

態度に注意しながら、自分の考

えや気持ち、情報などを、論理

の構成や展開を工夫して、伝え

合う技能を身に付けている。

[Sや]ディスカッションをする

上で、「日常的な話題」や「社

会的な話題」について、「ディ

スカッション」に必要な表現を

用いながら、基本的な流れに

沿って、自分の考えや気持ち、

情報などを、論理の構成や展開

を工夫して、話して伝え合って

いる。

[Sや]ディスカッションをする

上で、「日常的な話題」や「社

会的な話題」について、「ディ

スカッション」に必要な表現を

用いながら、基本的な流れに

沿って、情報や、自分の考えや

気持ち、情報などを、論理の構

成や展開を工夫して、話して伝

え合おうとしている。

三省堂



『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー

主な領域 評価の観点
配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

「病気やけがをしたとき」の表現に関する

その他の表現について、理解を深める。 ○

12 Daily

Conversati

on 4

「病気やけ

がをしたと

き」の表現

I have a

fever.

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

ア（ア）（イ）

●「病気やけがをしたとき」

の表現を、理解することがで

きる。

●「病気やけがをしたとき」

の表現を用いて、自分の考え

や気持ち、情報などをやり取

りすることができる。

[Sや] 「病気やけがをしたと

き」の表現について、自分の

考えや気持ち、情報などを、

論理の構成や展開を工夫し

て、話して伝え合うことがで

きる。

場面 「病気やけがをしたとき」の表現に関する

主な語句や表現を理解する。 ○

[知識]

「病気やけがをしたとき」の表

現に関する表現の意味や働きを

理解している。

[技能]

[Sや]「病気やけがをしたと

き」の表現について、相手の発

言を促す質問やそれに答える表

現などを用いて、論理の構成や

展開を工夫して、話して伝え合

う技能を身に付けている。

[Sや]海外で「病気やけが」を

した時に対応ができるように、

「病気やけがをしたとき」の表

現について、自分の考えや気持

ち、情報などを、論理の構成や

展開を工夫して、話して伝え

合っている。

[Sや] 海外で「病気やけが」を

した時に対応ができるように、

「病気やけがをしたとき」の表

現について、自分の考えや気持

ち、情報などを、論理の構成や

展開を工夫して、話して伝え合

おうとしている。

1

その他の表現

三省堂



『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー

主な領域 評価の観点
配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

キーセンテンス 「ピクトグラム」について、分詞（現在分

詞 / 過去分詞）を用いて、対話をする。 ○

Pair Work 「ピクトグラム」について、分詞（現在分

詞 / 過去分詞）を用いて、自分のことに変

えて対話をする。

○

Listening 「ピクトグラム」について、対話の概要や

要点を聞き取る。 (○)

Functional

Expressions

「図表を説明する」表現について、いろい

ろな表現を理解する。

Pair Work 「図表を説明する」表現を用いて、対話を

する。
○

Useful Expressions 「ピクトグラム」に関連する内容で、分詞

（現在分詞 / 過去分詞）を用いた表現を理

解する。

Quiz

分詞（現在分詞 / 過去分詞）の文構造につ

いて理解し、「Gトレ」などの言語活動を

通して活用する。
○

[Sや] 人々がしている様子を描

写するために、「人々の様子」

や「ピクトグラム」について、

自分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫し

て、話して伝え合おうとしてい

る。

([L])「ピクトグラム」につい

て、対話の概要や要点、必要な

情報を聞き取ろうとしている。

Vocabulary 「ピクトグラム」について、主な語句を理

解する。

絵を見ながら、分詞（現在分詞 / 過去分

詞）の文を作るゲームをする。

1 Lesson 13

Pictogram

トイレはど

こ？

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

ア（ア）（イ）

●人々がしている様子を描写

するために「人々の様子」や

「ピクトグラム」についての

表現を理解して、考えを深め

ることができる。

●「人・ものの様子」につい

て、「人々の様子」や「ピク

トグラム」に関する情報など

を、論理の構成や展開を工夫

して、話して伝え合うことが

できる。

[Sや] 人々がしている様子を

描写するために、「人・もの

の様子」や「ピクトグラム」

について、与えられたフォー

マットを参考に、自分の考え

や気持ち、情報などを、論理

の構成や展開を工夫して、話

して伝え合うことができる。

（[L]）「ピクトグラム」につ

いての対話文を聞いて、対話

の概要や要点、必要な情報を

聞き取ることができる。

Start Up

Key Expressions

Listening

GOALの活動

2

○

Grammar for Communication

[知識]

人々がしている様子を描写する

ために必要となる「分詞（現在

分詞 / 過去分詞）」に関する事

項を理解している。

「図表を説明する」表現の意味

や働きを理解している。

[技能]

[Sや] 人々がしている様子を描

写するために、「人・ものの様

子」や「ピクトグラム」につい

て、「図表を説明する」表現な

どを用いて、論理の構成や展開

を工夫して、話して伝え合う技

能を身に付けている。

([L])「ピクトグラム」につい

ての対話文を聞いて、内容を聞

き取る技能を身に付けている。

[Sや] 人々がしている様子を描

写するために、「人々の様子」

や「ピクトグラム」について、

自分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫し

て、話して伝え合っている。

([L])「ピクトグラム」につい

て、対話の概要や要点、必要な

情報を聞き取っている。

三省堂



『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー

主な領域 評価の観点
配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

Start Up Vocabulary 「日本文化」について、主な語句を理解す

る。

キーセンテンス 「日本文化」について、関係代名詞を用い

て、対話をする。 ○

Pair Work 「日本文化」について、関係代名詞を用い

て、対話をする。 ○

Listening 「日本文化」について、対話の概要や要点

を聞き取る。 (○)

Useful Expressions 「日本文化」に関連する内容で、関係代名

詞を用いた表現を理解する。

メモ欄 「日本文化」について、「Hints」を参考

にして、情報や考えをメモとして書く。 ○

Functional

Expressions

「例を挙げる」表現について、理解する。

GOALの活動 紹介したい「日本文化」ついて、自分の考

えや気持ち、情報などを書いてまとめた文

を用いて、発表する。

○ ○

Tips 発話の際の「文強勢」「文の区切り」「文

のつながり」について理解する。

Follow Up 「日本文化」について、プレゼンテーショ

ンをしたあとに、質問をして対話をする。
○

関係代名詞の文構造について理解し、「G

トレ」などの言語活動を通して活用する。 ○

Key Expressions

Listening

My Opinion

Speech

Grammar for Communication

1 Lesson 14

Cool Japan

ふろしきっ

て、カッコ

イイね！

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

ア（ア）（イ）

イ（ア）（イ）

ウ（ア）（イ）

●「日本文化」を海外へ発信

するために、紹介したい「日

本文化」についての表現を理

解して、考えを深めることが

できる。

●「日本文化」を海外へ発信

するために、「日本文化」に

ついて、自分の考えや気持

ち、情報などを、論理の構成

や展開を工夫し、理由ととも

に話して伝えることができ

る。

[Sや] 紹介したい「日本文

化」について、基本的な語句

や文を用いて、自分の考えや

気持ち、情報などを、論理の

構成や展開を工夫して、話し

て伝え合うことができる。

（[L]）「日本文化」につい

て、対話の概要や要点、必要

な情報を聞き取ることができ

る。

[W]紹介したい 「日本文化」

について、自分の考えや気持

ち、情報などを与えられた

フォーマットを参考に、論理

の構成や展開を工夫して、書

いて伝えることができる。

[S発]紹介したい「日本文化」

について、基本的な語句や文

を用いて、自分の考えや気持

ち、情報などを、書いた内容

を基にして、論理の構成や展

開を工夫して、理由とともに

話して伝えることができる。

[Sや] 「日本文化」について、

自分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫し

て、伝え合っている。

（[L]）「日本文化」につい

て、対話の概要や要点、必要な

情報を聞き取っている。

[W] 「日本文化」について、自

分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫し

て、書いて伝えている。

[S発] 「日本文化」を海外へ発

信するために、「日本文化」に

ついて書いてまとめた文を基

に、自分の考えや気持ち、情報

などを、論理の構成や展開を工

夫して、理由とともに話して伝

えている。

[Sや] 「日本文化」について、

自分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫し

て、伝え合おうとしている。

（[L]）「日本文化」につい

て、対話の概要や要点、必要な

情報を聞き取ろうとしている。

[W] 「日本文化」について、自

分の考えや気持ち、情報など

を、論理の構成や展開を工夫し

て、書いて伝えようとしてい

る。

[S発]「日本文化」を海外へ発

信するために、 紹介したい

「日本文化」について書いてま

とめた文を基に、自分の考えや

気持ち、情報などを、論理の構

成や展開を工夫して、理由とと

もに話して伝えようとしてい

る。

3[知識]

「日本文化」を海外に発信する

ために必要となる「関係代名

詞」に関する事項を理解してい

る。

「例を挙げる」の表現の意味や

働きを理解している。

[技能]

[Sや] 紹介したい「日本文化」

について、相手の発言を促す質

問やそれに答える表現などを用

いて、話して伝え合う技能を身

に付けている。

（[L]）「日本文化」について

の対話文を聞いて、内容を聞き

とる技能を身に付けている。

[W] 紹介したい「日本文化」に

ついて、「例を挙げる」表現な

どを用いて、自分の考えや気持

ち、情報などを、論理の構成や

展開を工夫して、書いて伝える

技能を身に付けている。

[S発] 「日本文化」を海外へ発

信するために、紹介したい「日

本文化」について、「例を挙げ

る」の表現などを用いて、自分

の考えや気持ち、情報などを書

いてまとめた文を基に、論理の

構成や展開を工夫して、理由と

ともに話して伝える技能を身に

付けている。

三省堂



『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー

主な領域 評価の観点
配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

記事 「SDGs」について、仮定法を用いた記事

から、概要や要点を読み取る。 (○)

Functional

Expressions

「意見を述べる」表現について、理解し、

追加の情報をインプットする。

Writing GOALの活動 「SDGs」について、自分の考えや気持

ち、情報などを書いてまとめる。
○

3[知識]

「国際協力」についての意見や

感想を書くために必要となる

「仮定法」に関する事項を理解

している。

「意見を述べる」表現の意味や

働きを理解している。

[技能]

([R]) 「SDGS」に関する記事

や感想文について、言語材料や

機能表現に留意して、内容を読

み取る技能を身に付けている。

[W] 国際協力についての意見や

感想を書くために、「SDGs」

について聞いたり読んだりした

ことを基に、「意見を述べる」

表現などを用いて、自分の考え

や気持ち、情報などを、論理の

構成や展開を工夫して、書いて

伝える技能を身に付けている。

[R] 「SDGS」について、理解

を深めるために、「SDGs」に

関する記事や感想文を読み取

り、概要や要点を把握してい

る。

[W] 「国際協力」についての意

見や感想を書くために、

「SDGs」について聞いたり読

んだりしたことを基に、自分の

考えや気持ち、情報などを、論

理の構成や展開を工夫して、書

いて伝えている。

[R] 「SDGS」について、理解

を深めるために、「SDGs」に

関する記事や感想文を主体的に

読み取り、概要や要点を把握し

ようとしている。

[W] 「国際協力」についての意

見や感想を書くために、

「SDGs」について聞いたり読

んだりしたことを基に、自分の

考えや気持ち、情報などを、論

理の構成や展開を工夫して、書

いて伝えようとしている。

2 Lesson 15

What's

SDGｓ？

地球上のす

べての人が

幸せに暮ら

すために!

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

ア（ア）（イ）

ウ（ア）（イ）

●「国際協力」についての意

見や感想を書くために、

「SDGs」についての表現を

理解して、考えを深めること

ができる。

●「国際協力」についての意

見や感想を書くために、

「SDGs」について、情報や

自分の考えや気持ち、情報な

どを、論理の構成や展開を工

夫して、書いて伝えることが

できる。

([R]) 「SDGs」についての記

事を読んで、概要や要点を捉

えることができる。

[W] 国際協力についての意見

や感想を書くために、

「SDGs」について、自分の

考えや気持ち、情報などを、

論理の構成や展開を工夫し

て、書いて伝えることができ

る。

Start Up

Information

My Opinion 「SDGs」についての感想文から、概要や

要点を読み取る。 (○)

Vocabulary 「SDGsの目標」について、主な語句を理

解する。
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『VISTA Logic and Expression I』年間指導計画／CAN-DO／観点別評価規準例（サンプル）

［検討用資料］

太字は、各単元で特に重点を置く技能

（L）（R） Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
月 L 学習指導要領の内容 レッスン別CAN-DO コーナー

主な領域 評価の観点
配当時間題材・場面・言語活動・言語材料

「日常的な話題」や「社会的な話題」につ

いて、賛成側・反対側の意見を理解し、適

切な表現を選ぶ。

○

ディベートをする際に、事前に準備すべき

点について、理解を深める。

「日常的な話題」や「社会的な話題」につ

いてディベートをすることを念頭におき、

賛成側・反対側の意見を考える。

○

[知識]

ディベートを進める上でのルー

ルやディベートに必要な表現を

理解している。

[技能]

[Sや]「日常的な話題」や「社

会的な話題」についてのディ

ベートを進める上で、賛成や反

対の立場に立った場合の意見や

主張を、論理の構成や展開を工

夫して、話して伝え合う技能を

身に付けている。

[Sや]「日常的な話題」や「社

会的な話題」について、ディ

ベートの基本的な流れに沿っ

て、賛成や反対の立場に立った

場合の意見や主張を、論理の構

成や展開を工夫して、話して伝

え合っている。

[Sや]「日常的な話題」や「社

会的な話題」について、ディ

ベートの基本的な流れに沿っ

て、賛成や反対の立場に立った

場合の意見や主張を、論理の展

開や構成を工夫して、話して伝

え合おうとしている。

12 Activity

Station 5

ディベート

のコツ

（1）ア

（2）ア イ

（3）①

イ（ア）（イ）

●「ディベート」をするため

に、そのルールや賛成・反対

に分かれての主張の仕方につ

いて、理解することができ

る。

●「日常的な話題」や「社会

的な話題」について、賛成や

反対の立場に立った場合の意

見や主張などをまとめ、論理

の構成や展開を工夫して、話

して伝え合うことができる。

[Sや] 「日常的な話題」や

「社会的な話題」について、

基本的な語句や文を用いて、

賛成や反対の立場に立った場

合の意見や主張などをまと

め、相手の意見や主張に対し

て、論理の構成や展開を工夫

して、話して伝え合うことが

できる。

ディベートの進め方 「日常的な話題」や「社会的な話題」につ

いて、ディベートを進める上でのルールお

よび展開の仕方を理解する。

○

Let's Try

「ディベート」のポイント

Follow Up

三省堂


